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I .  は じ め に  

 

東 京 女 子 医 科 大 学 学 術 リ ポ ジ ト リ T w i n k l e :  T o k y o  

W o m e n ' s  M e d i c a l  U n i v e r s i t y  -  I n f o r m a t i o n  &  K n o

w l e d g e  D a t a b a s e （ 以 下 ， T w i n k l e と す る ） は ， 2 0 0 9

年 5 月 1 日 の 正 式 公 開 か ら 丸 4 年 を 経 過 し た 。 2 0 1 3 年

4 月 現 在 の 登 録 コ ン テ ン ツ 数 は 2 1 , 7 3 8 件 ， 本 文 付 与 率

1 0 0 ％ ，学 会 誌 を は じ め と す る 本 学 刊 行 物 や 教 材 ，報 告

書 ， 雑 誌 掲 載 論 文 な ど を 公 開 し て い る 。 筆 者 は こ の T w

i n k l e 公 開 に 準 備 段 階 か ら 参 加 し ，管 理 者 と し て 運 用 に

か か わ っ て い る 。 本 稿 で は 公 開 の 経 緯 を ま と め ， 特 に

図 書 館 の 日 常 業 務 と し て 運 用 を 開 始 し た 2 0 1 0 年 度 か

ら 現 在 ま で の 取 り 組 み に つ い て 報 告 す る 。  

 

I I .  準 備 か ら 公 開 1 年 後 ま で  

 

1 .  公 開 準 備 か ら 公 開 ま で  

東 京 女 子 医 科 大 学 図 書 館 （ 以 下 ， 当 館 と す る ） は 2 0

0 7 年 度 の 東 京 女 子 医 科 大 学 事 業 計 画 部 門 目 標 を 「 機 関

リ ポ ジ ト リ ー 構 築 と 普 及 」 と 設 定 し た 。 そ の 際 に 館 内

に リ ポ ジ ト リ 推 進 委 員 会 が 設 置 さ れ た 。 そ の 後 ， こ の
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推 進 委 員 会 メ ン バ ー を 中 心 に 先 行 機 関 の 見 学 ， 国 立 情

報 学 研 究 所 （ 以 下 ， N I I と す る ） 主 催 の 講 習 会 な ど へ

参 加 を し ， 同 時 に 学 内 の 合 意 を 得 る た め 学 内 広 報 誌 な

ど で の 広 報 活 動 ， 講 演 会 の 開 催 を 行 っ た （ 第 1 回 （ 2 0

0 8 年 1 月 ） ～ 第 3 回 （ 2 0 0 9 年 1 1 月 ））。  

シ ス テ ム 環 境 は L i n u x サ ー バ に オ ー プ ン ・ ソ フ ト ウ

ェ ア の D S p a c e  ( v e r . 1 . 4 . 2 ) を 構 築 す る こ と が 決 ま り ，

メ タ デ ー タ 項 目 は メ タ デ ー タ ・ フ ォ ー マ ッ ト  j u n i i 2 に

準 じ 検 討 し た 。 2 0 0 8 年 度 に は N I I の 学 術 機 関 リ ポ ジ ト

リ 構 築 連 携 支 援 事 業 （ C S I 委 託 事 業 ） 領 域 1（ 2 0 0 8 ～ 2

0 0 9 年 度 ） に 採 択 さ れ た 。 学 内 に は 教 員 ・ 事 務 方 か ら

な る 学 術 リ ポ ジ ト リ 専 門 委 員 会 が 設 置 さ れ ， 当 館 は そ

の 事 務 局 を 担 当 す る こ と と な っ た 。 同 委 員 会 で は 規 定

及 び 学 術 リ ポ ジ ト リ 運 用 指 針 を 制 定 し ， 体 制 を 整 え て

い っ た 。  

立 ち 上 げ 時 に 対 象 と し た メ イ ン コ ン テ ン ツ は ， 本 学

刊 行 物 で あ る 。 学 内 の 様 々 な 委 員 会 や 学 会 と 交 渉 し た

結 果 ，『 東 京 女 子 医 科 大 学 雑 誌 』（ 1 9 3 1 年 ～ ， 創 刊 当 時

『 東 京 女 醫 學 會 雜 誌 』），『 東 京 女 子 医 科 大 学 看 護 学 会

誌 』（ 2 0 0 6 年 ～ ）， テ ュ ー ト リ ア ル 学 習 の 課 題 シ ー ト な

ど に つ い て 包 括 許 諾 を 得 て ， 継 続 的 な 登 録 が 可 能 と な

っ た 。 そ の ほ か に も 研 究 会 抄 録 集 や 科 学 研 究 費 補 助 金
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成 果 報 告 書 等 な ど を 収 集 し た 。 メ タ デ ー タ ， P D F 作 成

に つ い て は 業 者 委 託 し た も の に 加 え ， N I I の 研 究 紀 要

公 開 支 援 事 業 に 応 募 し ，C i N i i の デ ー タ を 一 括 登 録 用 に

整 え た 。 学 内 刊 行 物 に つ い て は デ フ ォ ル ト の タ イ ト ル

順 表 示 だ け で な く ， オ ン ラ イ ン ジ ャ ー ナ ル の よ う に ブ

ラ ウ ズ で き る よ う ， 巻 号 ペ ー ジ 順 の 形 式 を 整 え て ト ッ

プ ペ ー ジ に リ ン ク を 設 置 し た 。 公 開 時 期 に 近 づ く と ポ

ス タ ー ・ チ ラ シ で リ ポ ジ ト リ の 愛 称 を 募 集 し ， ロ ゴ を

作 成 し た 。 そ し て 試 験 公 開 の 3 か 月 を 経 て ， 2 0 0 9 年 5

月 1 日 に 正 式 公 開 を し た 。  

 

2 .  公 開 1 年 目 の 取 り 組 み  

1 )  雑 誌 掲 載 論 文 の 登 録  

C S I 受 託 事 業 2 年 目 と な っ た 2 0 0 9 年 度 は ，雑 誌 掲 載

論 文 の 登 録 を メ イ ン テ ー マ に 作 業 を 行 っ た 。 著 者 最 終

稿 の 電 子 フ ァ イ ル を 得 る た め ，  2 0 0 9 年 度 に 授 与 さ れ

た 学 位 の 学 位 論 文 を 対 象 に グ リ ー ン ジ ャ ー ナ ル を 抽 出

お よ び P u b M e d を 所 属 名 で 検 索 し て ， 文 献 リ ス ト を 作

成 し た 。 著 者 に 最 終 稿 の 提 供 を 依 頼 し よ う と 試 み た が

連 絡 先 を 把 握 す る の は 容 易 で は な く ， 海 外 の 出 版 社 が

多 い た め 著 作 権 ポ リ シ ー の 確 認 に 時 間 が か か り ， 登 録

ま で 非 常 に 手 間 が か か る こ と が わ か っ た 。  
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2 )  広 報  

T w i n k l e へ の 登 録 の 協 力 を 呼 び か け る た め に ， ウ ェ

ブ ペ ー ジ を 開 設 し た 。 こ こ で は リ ポ ジ ト リ 全 体 の 説 明

も 加 え ， 著 者 最 終 稿 や 投 稿 方 法 の 解 説 ， 共 著 者 向 け の

許 諾 書 な ど を 掲 載 し て い る 。 ま た 著 者 最 終 稿 の 提 供 を

わ か り や す く 呼 び か け る と い う 視 点 で プ ロ ッ ト を 練 り ，

漫 画 入 り の パ ン フ レ ッ ト を 作 成 し た 。ク リ ア フ ァ イ ル ，

付 箋 ， シ ー ル と い っ た ロ ゴ 入 り グ ッ ズ も 作 成 し た 。 講

演 会 も 引 き 続 き 企 画 し ， 大 学 ニ ュ ー ス ， 図 書 館 月 報 に

随 時 新 し い 情 報 を 掲 載 し た 。  

3 )  構 成 ・ デ ザ イ ン の 改 良  

よ り 見 や す く ， 利 用 し や す く す る た め に ， い く つ か

の 改 良 を 行 っ た 。登 録 コ ン テ ン ツ は G o o g l e な ど の 検 索

エ ン ジ ン で も 論 題 な ど か ら ヒ ッ ト し ，ア ク セ ス さ れ る 。

そ の よ う な 場 合 で も T w i n k l e の 登 載 デ ー タ だ と 一 目 で

わ か る よ う ， メ タ デ ー タ か ら カ バ ー ペ ー ジ を 自 動 生 成

す る 機 能 を 追 加 し た 。 ト ッ プ ペ ー ジ に は ， ダ ウ ン ロ ー

ド 数 や 月 間 高 頻 度 利 用 ア イ テ ム が わ か る ア ク セ ス 統 計

へ の リ ン ク を 設 置 し た 。 ま た ア イ テ ム を 所 属 ご と に 一

覧 で き る よ う に 「 所 属 別 」 リ ン ク を 設 定 し た 。  

『 東 京 女 子 医 科 大 学 雑 誌 』 の 連 載 シ リ ー ズ 「 病 理 診

断 ア ト ラ ス 」 に つ い て も ， コ レ ク シ ョ ン と し て 一 覧 で
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き る よ う に し た 。 同 シ リ ー ズ は ， 各 疾 患 に お け る 病 理

所 見 の 特 徴 に つ い て 画 像 を 用 い 概 説 し た シ リ ー ズ で あ

る 。 利 用 し や す い た め か ダ ウ ン ロ ー ド 数 が 伸 び ， 高 頻

度 利 用 ア イ テ ム T O P 1 0 に ，常 に 数 件 が ラ ン ク イ ン す る

コ ン テ ン ツ と な っ て い る （ 図 1 ）。  

4 )  リ ン ク リ ゾ ル バ と の 連 携  

2 0 0 9 年 8 月 に は T w i n k l e を リ ン ク リ ゾ ル バ S F X の

タ ー ゲ ッ ト に 設 定 し た 。 2 0 0 9 年 7 月 に リ ン ク リ ゾ ル バ

を 導 入 し た こ と か ら ， さ ら に T w i n k l e を 活 用 し て も ら

お う と 考 え た が ，論 文 す べ て に リ ン ク を 設 定 す る と T w

i n k l e に 登 録 さ れ て い な い 文 献 も あ る た め ，検 索 結 果 が

ゼ ロ 件 と い う 印 象 が 強 く な っ て し ま う 。 そ れ を 避 け る

た め に ， タ ー ゲ ッ ト と し て 表 示 す る よ り 前 に S F X 側 か

ら T w i n k l e に “ 姓  （ ス ペ ー ス ） 名 ” と い う フ レ ー ズ の

著 者 名 検 索 を 行 い ， 結 果 が 1 件 以 上 あ る も の に つ い て

の み ，タ ー ゲ ッ ト に T w i n k l e を 表 示 す る よ う S F X の 設

定 を 依 頼 し た 。  

 

I I I .  公 開 2 年 目 か ら 現 在 ま で  

 

C S I 受 託 事 業 完 了 後 の 2 0 1 0 年 度 か ら は ，日 常 業 務 に

組 み 込 む か た ち で T w i n k l e を 運 用 し 始 め た 。 現 在 は 基
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本 的 に 図 書 館 員 全 員 が ， 担 当 業 務 の 傍 ら デ ー タ 作 成 や

著 作 権 処 理 に あ た っ て い る 。以 下 に 2 0 1 0 年 4 月 か ら 2

0 1 3 年 5 月 現 在 ま で の 状 況 お よ び 取 り 組 み に つ い て ま

と め る 。  

 

1 . 収 録 コ ン テ ン ツ と ア ク セ ス 状 況  

公 開 時 の 初 期 コ ン テ ン ツ 数 は 7 , 0 0 0 件 程 度 だ っ た が ，

着 実 に 伸 び ， 2 0 1 0 年 8 月 に は 2 万 件 超 と な っ て い る 。

コ ン テ ン ツ の 増 加 が 急 激 に み ら れ る 時 期 は ， 業 者 委 託

や 紀 要 電 子 化 事 業 に よ っ て 多 量 の デ ー タ を 一 度 に 一 括

登 録 し た 時 期 で あ る 。 初 期 の 一 括 登 録 後 も 学 会 誌 ， テ

ュ ー ト リ ア ル 課 題 資 料 ， 科 学 研 究 費 補 助 金 成 果 報 告 書

な ど を 定 期 的 に 収 録 し て い る 。 ま た 少 し ず つ で は あ る

が ， 本 学 刊 行 誌 以 外 で の 雑 誌 掲 載 論 文 の 収 録 も 増 加 し

て い る 。 こ れ ら は 著 者 か ら 直 接 メ ー ル で 登 録 を 依 頼 さ

れ た 論 文 や ， 後 述 す る 研 究 業 績 デ ー タ ベ ー ス に 本 文 が

登 録 さ れ ， 収 集 し た も の で あ る （ 図 2 ）。  

2 0 1 3 年 4 月 現 在 の 資 源 タ イ プ 別 コ ン テ ン ツ 数 内 訳 を

図 3 に 示 す 。主 な コ ン テ ン ツ は J o u r n a l  A r t i c l e（ 学 術

雑 誌 論 文 ）  1 4 , 1 8 0 件 ( 6 5 . 2 % )  ，  L e a r n i n g  M a t e r i a l

（ 教 材 ）  4 3 3 件 ( 2 . 0 % )  ， R e s e a r c h  P a p e r （ 研 究 報 告

書 ）  3 1 1 件 ( 1 . 4 % )  ， P r e s e n t a t i o n （ 会 議 発 表 用 資 料 ）
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5 件 ( 0 . 0 % )  ， O t h e r s （ 論 文 要 旨 ， 会 議 録 な ど ）  6 , 8 0 9

件 ( 3 1 . 3 % ) で あ る （ 図 3 ）。  

ダ ウ ン ロ ー ド 数 は コ ン テ ン ツ 数 の 伸 び と 同 時 に 増 加

し ， 2 0 1 0 年 7 月 以 降 は コ ン ス タ ン ト に 1 0 万 件 以 上 あ

る 。全 期 間 で の 高 頻 度 利 用 ア イ テ ム の ト ッ プ は 2 0 1 0 年

7 月 に 登 録 し た 『 退 院 調 整 マ ニ ュ ア ル 』 で あ る 。 同 マ

ニ ュ ア ル は ， 新 宿 区 が 病 院 か ら 在 宅 療 養 へ 円 滑 に 移 行

で き る こ と を 目 指 し て 当 院 と 共 同 で 作 成 し た 資 料 で ，

登 録 直 後 か ら ア ク セ ス 数 が 急 激 に 伸 び た （ 2 0 1 3 年 5 月

時 点 の ダ ウ ン ロ ー ド 数 3 1 , 3 2 3 件 ）。 入 院 患 者 さ ん の 生

活 に つ い て の 自 立 度 を は か る ス ク リ ー ニ ン グ シ ー ト や

そ の 使 用 方 法 に つ い て 解 説 す る と い う 専 門 的 な 資 料 で

は あ る が ， ニ ー ズ の 高 さ を 実 感 し た 。 T w i n k l e で 公 開

す る 資 料 は ， 医 学 ・ 看 護 学 に 特 化 し た 専 門 的 な 資 料 の

み だ が ， 一 般 公 開 す る リ ポ ジ ト リ の 意 義 を 改 め て 感 じ

る こ と で き た 。 ア ク セ ス 元 の 国 別 統 計 を み る と ， 英 文

の 論 文 を 登 録 し 始 め た 2 0 0 9 年 1 1 月 頃 か ら ， 米 国 か ら

の ア ク セ ス が 急 増 し て い る 。  

 次 に ， 2 0 1 0 年 度 か ら の 主 な 取 り 組 み で あ る 登 録 作 業

の ル ー テ ィ ン 化 と ， 研 究 業 績 デ ー タ ベ ー ス と の 連 携 に

よ る 更 な る 展 開 に つ い て ま と め る 。  
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2 .  登 録 作 業 の ル ー テ ィ ン 化 （ 2 0 1 0 年 4 月 ～ ）  

迅 速 な デ ー タ 作 成 ， 公 開 を 目 指 し ， 登 録 作 業 の ル ー

テ ィ ン 化 を 行 っ た 。 当 初 の リ ポ ジ ト リ 推 進 委 員 会 の メ

ン バ ー だ け で な く ，分 室 を 含 め た  図 書 館 員 全 員 で 作 業

を 分 担 す る こ と で ， 図 書 館 全 体 が リ ポ ジ ト リ 業 務 へ の

理 解 を 深 め る 機 会 に な っ て い る 。  

1 )  作 業 の 流 れ  

作 業 は 大 き く 分 け て 出 版 社 ・ 学 協 会 の 著 作 権 ポ リ シ

ー を 確 認 し ， 著 者 の 許 諾 を と る 「 運 用 関 連 グ ル ー プ 」

と ， デ ー タ を 作 成 ・ 確 認 す る 「 デ ー タ 整 備 グ ル ー プ 」

に わ か れ て 行 う 。 作 業 の 流 れ は 下 記 の 通 り で あ る 。  

① 運 用 関 連 グ ル ー プ が 包 括 許 諾 の 有 無 や 出 版 社 ・ 学 協

会 の 著 作 権 ポ リ シ ー を 確 認 す る 。 ま た 著 者 に 公 開 許 諾

書 の 記 入 を 依 頼 す る 。  

② デ ー タ 整 備 グ ル ー プ が ， 目 次 デ ー タ な ど を 元 に メ タ

デ ー タ を 作 成 す る 。 本 文 を W o r d 形 式 な ど で 入 手 し た

場 合 は P D F に 変 換 し ， 冊 子 体 は ス キ ャ ナ ー を 使 っ て 電

子 化 す る 。 プ ラ イ バ シ ー 等 の 面 で ， 本 文 公 開 に 問 題 が

な い か ど う か も 確 認 す る 。 プ ラ イ バ シ ー 情 報 等 を 含 ん

で い る 場 合 に は ， メ タ デ ー タ に あ ら か じ め フ ラ グ を つ

け 学 内 の み の 公 開 に 設 定 す る 。  

③  リ ポ ジ ト リ 管 理 者 が ， 本 文 P D F が 改 変 さ れ な い よ
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う に 保 護 を か け ， T w i n k l e に 登 録 す る 。 一 括 登 録 が 必

要 な 場 合 に は ， 業 者 に 登 録 を 依 頼 す る 。 登 録 後 は 所 属

で も 一 覧 表 示 で き る よ う ， リ ン ク タ ー ゲ ッ ト 設 定 を 行

う 。 エ ン バ ー ゴ （ 論 文 等 の 本 文 が 機 関 リ ポ ジ ト リ で 公

開 可 能 に な る ま で の 猶 予 期 間 ） が あ る 場 合 に は ， ト ッ

プ ペ ー ジ の 新 着 情 報 欄 に フ ァ イ ル 提 供 が あ っ た こ と を

記 載 し て お き ， そ れ ぞ れ に 準 じ た 期 間 を お い て 公 開 す

る 。 最 後 に 運 用 関 連 グ ル ー プ が 著 者 に 登 録 完 了 の 連 絡

を し て ， 作 業 が 完 了 す る 。  

2 )  課 題  

登 録 作 業 は 掲 載 誌 ， 論 文 単 位 で そ れ ぞ れ す べ き こ と

が 異 な り ， 作 業 ス テ ッ プ も 多 く 煩 雑 で あ る 。 そ の た め

進 行 状 況 に つ い て 館 員 間 で 情 報 を 共 有 す る の は 困 難 で

あ る 。 こ れ ま で エ ク セ ル に 作 業 状 況 を ま と め フ ァ イ ル

共 有 す る な ど の 方 法 を 試 み た が ， 最 終 的 に は 分 担 を し

て い る 担 当 者 が グ ル ー プ 内 の 状 況 を 把 握 し ， 相 互 に 情

報 交 換 を す る こ と で ， グ ル ー プ 間 の 作 業 の 停 滞 を 減 ら

し て き た 。  

 

3 . 研 究 業 績 デ ー タ ベ ー ス と の 連 携 （ 2 0 1 2 年 8 月 ～ ）  

研 究 業 績 デ ー タ ベ ー ス は ， 本 学 の 講 座 の 概 要 や 研 究

者 の 業 績 を 一 覧 で き る デ ー タ ベ ー ス で あ り ， 作 業 部 会
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事 務 局 が 図 書 館 内 に 設 置 さ れ て い る 。 冊 子 体 で 発 行 し

て い た 「 東 京 女 子 医 科 大 学 研 究 業 績 集 」 に 代 わ る も の

と し て ， 2 0 1 1 年 5 月 に 構 築 を 開 始 し た 。 9 月 に は デ ー

タ 登 録 を 開 始 し ， 1 2 月 に 学 外 公 開 し た 。 助 教 以 上 の 教

員 は ， こ の デ ー タ ベ ー ス で の 業 績 公 開 が 必 須 で あ る 。  

業 績 の 書 誌 情 報 の み を 公 開 し て い た デ ー タ ベ ー ス だ

っ た が ， 2 0 1 2 年 8 月 ， 機 能 強 化 と リ ポ ジ ト リ 業 務 の 軽

減 を 目 指 し ，書 誌 情 報 や 本 文 P D F を T w i n k l e へ 転 送 す

る 機 能 を 付 与 し た 。 こ の 業 績 デ ー タ 登 録 か ら 本 文 の 公

開 ま で の 流 れ を つ く る こ と に よ っ て ， 研 究 業 績 デ ー タ

ベ ー ス の 利 便 性 が 向 上 し ， T w i n k l e の 認 知 度 向 上 に も

つ な が っ て い る よ う で あ る 。 本 文 フ ァ イ ル を 公 開 し て

い る こ と を さ ら に ア ピ ー ル す る た め ， 2 0 1 2 年 1 1 月 に

は ， 業 績 デ ー タ ベ ー ス の 文 献 リ ス ト 中 に ， T w i n k l e の

リ ン ク ア イ コ ン を 設 置 し た 。 ま た す で に T w i n k l e に 登

録 さ れ て い る 論 文 に も ， 業 績 デ ー タ ベ ー ス か ら の リ ン

ク を 設 定 し た （ 図 4 ）。  

1 )  連 携 方 法  

研 究 者 が 個 人 の 登 録 用 ペ ー ジ に ロ グ イ ン し ， 研 究 業

績 デ ー タ ベ ー ス に 書 誌 情 報 を 入 力 す る 。「 原 文 管 理 」 登

録 を ク リ ッ ク し ， 著 者 最 終 稿 の フ ァ イ ル を 登 録 す る 。

著 者 が 行 う 作 業 は こ こ ま で で あ る 。  
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運 用 関 連 グ ル ー プ の 担 当 者 は ， 定 期 的 に 管 理 者 画 面

に 入 り ， 本 文 が 登 録 さ れ て い る 業 績 を 確 認 す る 。 本 文

が 登 録 さ れ て い る 文 献 に つ い て は ， 出 版 社 や 学 協 会 の

著 作 権 ポ リ シ ー を 確 認 す る 。 著 作 権 上 の 問 題 が な け れ

ば ， 保 護 を か け た 本 文 P D F を 作 成 し ， 再 登 録 す る 。 同

時 に 著 者 か ら メ ー ル な ど で 登 録 の 許 諾 書 を も ら う 。 そ

の 後 業 績 デ ー タ ベ ー ス か ら T w i n k l e に 本 文 フ ァ イ ル ・

メ タ デ ー タ を 転 送 す る 。  

転 送 が 完 了 し た ら ， リ ポ ジ ト リ 管 理 者 が T w i n k l e に

お い て 必 要 な メ タ デ ー タ 項 目 を 追 加 す る 。 以 上 の 作 業

で T w i n k l e に 本 文 が 登 録 さ れ て い る 文 献 に は ， 業 績 デ

ー タ ベ ー ス に リ ン ク ア イ コ ン が つ く よ う に な る 。  

2 )  課 題  

物 理 的 な こ と だ が 業 績 デ ー タ ベ ー ス に 登 録 で き る 本

文 フ ァ イ ル の サ イ ズ 制 限 （ 当 初 は 2 M B ， 現 在 は 5 M B ）

や ， 複 数 の フ ァ イ ル は 登 録 で き ず 画 像 や グ ラ フ な ど の

フ ァ イ ル は メ ー ル な ど で 提 供 し て も ら わ な く て は な ら

な い 点 が あ る 。 ま た 著 者 最 終 稿 に つ い て の 認 識 不 足 か

ら ， 登 録 さ れ た 本 文 フ ァ イ ル は 著 者 最 終 稿 で は な い こ

と が 多 い 。 公 開 許 諾 書 は ， 別 途 メ ー ル な ど で 送 っ て も

ら う 必 要 が あ る 。 こ の よ う に し ば し ば 著 者 と メ ー ル な

ど で や り と り を し な く て は な ら ず ， 研 究 業 績 デ ー タ ベ



 

12 

 

ー ス に 本 文 フ ァ イ ル を ア ッ プ す る と ， ス ム ー ズ に リ ポ

ジ ト リ で 公 開 さ れ る と 言 え な い 部 分 が あ る 。 ま た 教 員

に は 業 績 デ ー タ ベ ー ス へ の 業 績 登 録 が 義 務 だ と い う こ

と が や っ と 認 知 さ れ て き た と こ ろ で ， 本 文 ま で 登 録 す

る 動 機 づ け は ま だ 弱 い 状 況 で あ る 。  

3 )  そ の 他  

2 0 1 0 年 4 月 に は ，『 東 京 女 子 医 科 大 学 雑 誌 』 1 9 9 6 ～ 2

0 0 8 年 分 に つ い て N I I の 研 究 紀 要 公 開 支 援 事 業 が 完 了

し ，C i N i i と の 相 互 リ ン ク が 実 現 し た 。学 位 論 文 の 登 録

を 促 進 す る た め ， 2 0 1 2 年 3 月 に は 医 学 部 ・ 看 護 学 部 の

学 位 申 請 時 に リ ポ ジ ト リ へ の 登 録 を 促 す 文 書 を 渡 す こ

と が 決 ま っ た 。 ま た 海 外 か ら も 認 識 し て も ら え る こ と

を 目 指 し ， O p e n D O A R ， R O A R（ 世 界 中 の リ ポ ジ ト リ を

集 め た デ ィ レ ク ト リ ） に T w i n k l e を 登 録 し た 。  

図 書 館 月 報 ， ホ ー ム ペ ー ジ で T w i n k l e の 活 動 記 録 を

ま と め る な ど ， 広 報 も 継 続 し て い る 。 学 内 で の 認 知 度

を さ ら に 高 め る た め ， 新 た な グ ッ ズ と し て タ ブ レ ッ ト

端 末 の カ バ ー か つ マ ウ ス パ ッ ド に な る よ う な ロ ゴ 入 り

グ ッ ズ を 作 成 し た 。 提 供 デ ー タ が 2 件 目 以 降 の 著 者 に

対 し て 提 供 し て い る 。  

 

I V .  今 後 の 課 題 と 予 定  
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繰 り 返 し に な る が ， 課 題 と し て 登 録 作 業 の 煩 雑 さ が

あ げ ら れ る 。 掲 載 誌 や 論 文 そ れ ぞ れ に つ い て 個 別 の 対

応 が 必 要 と な り ， 提 供 フ ァ イ ル の 形 式 ， 図 表 の 収 集 ，

共 著 者 が 海 外 の 人 の 場 合 の 許 諾 ，著 作 権 ポ リ シ ー な ど ，

確 認 の 作 業 が 毎 回 煩 雑 で あ る 。 も う 一 つ は ， 分 担 メ ン

バ ー が 変 わ る と 作 業 が ス ム ー ズ に い か ず ， コ ン テ ン ツ

を 迅 速 に 公 開 で き な い 場 合 が あ る こ と で あ る 。 マ ニ ュ

ア ル を さ ら に 充 実 さ せ る 必 要 も 出 て く る と 思 う 。  

構 築 当 初 は 本 学 の 刊 行 物 に 焦 点 を 当 て て ， ト ッ プ ダ

ウ ン 的 に 登 録 作 業 を 促 進 し て い た が ， 今 後 は コ ン テ ン

ツ の な か で も ， や は り 学 術 雑 誌 に 掲 載 さ れ た 論 文 を 増

や し て い き た い 。 研 究 業 績 デ ー タ ベ ー ス と の 連 携 が 始

ま っ た こ と で ， 研 究 者 自 身 が 業 績 本 文 を 登 録 す る こ と

か ら ， 図 書 館 側 が 著 作 権 を 確 認 し て イ ン タ ー ネ ッ ト 公

開 す る ま で の 流 れ が で き ， 研 究 者 に 新 た な 研 究 成 果 の

発 信 ル ー ト を 提 供 で き る よ う に な っ た 。 今 後 さ ら に 研

究 者 自 身 に リ ポ ジ ト リ の 意 義 ・ メ リ ッ ト を 体 感 し て も

ら い ， 学 内 全 体 と し て リ ポ ジ ト リ の 認 知 度 が 高 ま る よ

う ，図 書 館 か ら 情 報 を 発 信 し て い く こ と が 重 要 に な る 。 

ま た 2 0 1 3 年 4 月 の 学 位 規 則 の 変 更 に 伴 い ，博 士 論 文

の 公 開 が 義 務 付 け ら れ ， リ ポ ジ ト リ で の 公 開 が 推 奨 さ
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れ て い る 。 メ タ デ ー タ の 構 成 や 登 録 手 順 に つ い て ， 検

討 し て い る と こ ろ で あ る 。T w i n k l e で の 公 開 に あ た り ，

学 位 授 与 側 の 理 解 や 他 部 署 と の 協 力 ， 他 大 学 の 情 報 収

集 が 欠 か せ な い と ， 改 め て 痛 感 し て い る 。  

 

V .  お わ り に  

 

リ ポ ジ ト リ 構 築 を 担 当 し た 所 感 は ， 図 書 館 で は 日 常

的 に デ ー タ ベ ー ス や 電 子 ジ ャ ー ナ ル を 利 用 し て い る た

め ， デ ー タ ベ ー ス の 見 せ 方 ， メ タ デ ー タ の 構 成 な ど に

つ い て 図 書 館 な ら で は の 工 夫 が で き る と い う こ と で あ

る 。 ま た リ ポ ジ ト リ を 運 用 す る 中 で ， 論 文 の 入 手 ， 執

筆 ， 発 行 さ れ る ま で の 流 れ が 改 め て 見 え て き た 。 著 者

最 終 稿 ， オ ー サ ー シ ッ プ ， 国 内 外 の 学 会 ・ 出 版 社 の ス

タ ン ス な ど に 触 れ ら れ る こ と は ， 図 書 館 に と っ て も メ

リ ッ ト で あ る 。  

リ ポ ジ ト リ を 浸 透 さ せ る た め に は 経 験 ， 人 手 ， 予 算

な ど の 制 限 が あ る 中 で ， 具 体 的 に 少 し ず つ で も 行 動 を

す る の が 重 要 で あ る 。 他 部 署 へ の 働 き か け で 学 位 論 文

の 本 文 提 供 が 促 進 さ れ る な ど ， デ ー タ 収 集 の 仕 組 み が

学 内 で 少 し ず つ 整 っ て き た 。 当 初 発 行 年 の 翌 年 か ら 公

開 し て い た 『 東 京 女 子 医 科 大 学 雑 誌 』 は ， T w i n k l e の
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ア ク セ ス 数 が 多 い こ と か ら ， 2 0 1 3 年 度 か ら は 発 行 後 ，

即 公 開 す る こ と が 決 ま っ た 。「 著 者 最 終 稿 」「 オ ー プ ン

ア ク セ ス 」 と い う キ ー ワ ー ド の 認 知 度 も 徐 々 に ア ッ プ

し て い る よ う で あ る 。 著 者 が 自 ら か か わ る こ と の で き

る 公 開 ル ー ト と い う 点 で ， リ ポ ジ ト リ に は 学 術 出 版 社

や ア グ リ ゲ ー タ と は 別 の 意 義 が あ り ， 今 後 も そ の 役 割

を 果 た し て い き た い と 思 う 。  
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 2 0 1 3 - 0 5 - 2 4 ]  

 

http://gyoseki.twmu.ac.jp/twmhp/KgApp
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図2 コンテンツ数とダウンロード数（2009年5月～2013年4月）



図3 資源タイプ別コンテンツ数内訳（2013年4月時点）
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図4 Twinkleへのリンクアイコン



Four years of Twinkle: Tokyo Women’s Medical University-Information & Knowledge 

Database 

 

Hisae Noda 

 

Four years have passed since Tokyo Women's Medical University first published its 

academic repository, known as Twinkle (Tokyo Women’s Medical University-Information & 

Knowledge Database), on May 1, 2009. The repository contains all the publications and 

teaching materials of the university, including research papers and journal articles. As of 

April 2013, 21,735 items were registered in the repository. The full text for each item is 

attached to all the metadata. Managing this repository has been part of a daily routine 

since 2010. This article reports on the process of publishing Twinkle and the improvements 

that have been made so far. 

 

Keywords: institutional repository; archiving; researcher database 
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